
　
年
収
の
壁
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　
今
秋
、
「
年
収
の
壁
・
支

援
強
化
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
と
い

う
対
策
が
発
表
さ
れ
た
と
聞

き
ま
し
た
。
こ
れ
で
年
収
の
壁
は
気

に
し
な
く
て
よ
く
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。

　
こ
の
図
の
見
方
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
昨
今
、
政
府
の
方
針
も
あ
っ
て
「
賃

上
げ
」
と
い
う
言
葉
が
身
近
に
な
っ
て

い
ま
す
。
一
方
で
「
年
収
の
壁
」
が
あ

っ
て
一
定
の
金
額
以
上
は
働
け
な
い
と

い
う
声
も
耳
に
し
ま
す
。
今
回
は
年
収

の
壁
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
い
わ
ゆ
る
年
収
の
壁
と
呼
ば

れ
る
も
の
に
は
、
大
き
く
分
け

て
「
税
制
」
に
関
す
る
も
の
と
「
社
会

保
険
」
に
関
す
る
も
の
の
２
種
類
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
パ
ー
ト
の
主
婦
な

ど
短
時
間
労
働
の
方
が
一
定
以
上
の
収

入
を
得
て
し
ま
う
と
、
所
得
税
や
社
会

保
険
料
の
負
担
が
新
た
に
生
じ
て
、
こ

れ
ま
で
よ
り
も
手
取
り
が
減
少
す
る
現

象
を
指
し
ま
す
。
整
理
す
る
と
図
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
収
入
が
１
０
０
万

円
ま
で
で
あ
れ
ば
「
住
民
税
」

「
所
得
税
」
「
社
会
保
険
」
の
い
ず
れ

も
本
人
の
負
担
は
生
じ
ま
せ
ん
。
ま
た

１
０
３
万
円
ま
で
で
あ
れ
ば
、
「
住
民

税
」
は
若
干
発
生
す
る
も
の
の
「
所
得

税
」
「
社
会
保
険
」
の
自
己
負
担
は
な

く
、
配
偶
者
の
所
得
税
の
申
告
上
「
配

偶
者
控
除
」
も
適
用
で
き
ま
す
。

　
従
業
員
数
が
１
０
１
人
以
上
の
会
社

に
勤
務
し
て
い
る
場
合
は
、
年
収
が
１

０
６
万
円
を
超
え
る
と
本
人
に
社
会
保

険
加
入
の
義
務
が
生
じ
、
１
０
０
人
以

下
の
会
社
で
は
、
年
収
が
１
３
０
万
円

以
上
に
な
る
と
本
人
に
社
会
保
険
の
負

担
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
、
「
壁
」
を

少
し
超
え
る
程
度
の
働
き
方
で
あ
れ

ば
、
手
取
り
が
減
少
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
�
月
か
ら
、
１
０
６
万
円
の

壁
の
対
策
と
し
て
、
１
０
６
万

円
を
超
え
て
働
く
人
１
人
当
た
り
（
３

年
間
で
）
最
大
�
万
円
を
、
国
か
ら
会

社
に
助
成
す
る
制
度
が
導
入
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
１
３
０
万
円
の
壁
の
対
策

と
し
て
、
一
時
的
な
残
業
の
増
加
な
ど

で
壁
を
越
え
た
場
合
は
、
会
社
に
一
時

的
な
増
加
で
あ
る
旨
の
証
明
書
を
発
行

し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
引
き
続
き
「
被

扶
養
者
」
認
定
が
可
能
と
な
る
仕
組

み
（
２
年
間
限
定
）
が
導
入
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
「
年
収
の
壁
・
支
援
強
化
パ
ッ
ケ
ー

ジ
」
に
よ
っ
て
、
１
０
６
万
円
、
１
３

０
万
円
の
壁
は
一
時
的
に
ハ
ー
ド
ル
が

下
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
恒
久
的

な
制
度
に
な
る
か
ど
う
か
は
不
透
明
で

す
。
「
壁
」
を
超
え
て
働
く
か
ど
う
か

は
、
社
会
保
険
の
支
払
義
務
者
に
な
る

長
期
的
な
メ
リ
ッ
ト
（
例
え
ば
将
来
の

年
金
受
給
額
の
増
加
、
傷
病
手
当
金
・

出
産
手
当
金
の
受
給
な
ど
）
と
比
較
し

た
上
で
、
将
来
を
見
通
し
て
判
断
さ
れ

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。（

税
理
士
）
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